
愛知県感染症情報

　　　平成 14 年第 8 週（2 月第 3 週）
（コメント）

　インフルエンザは、依然流行中ですので注意してください。麻疹は

流行してきました。麻疹の予防方法等については、愛知県衛生研究所

のホームページ （ ht tp : / /www.pref .a ich i . jp /e i se iken /）をご覧ください。

（定点の先生方からのコメント）

l  尾張西部地区

・  イ ン フ ル エ ン ザ 減 っ て き ま し た （ Ａ 型 ４ 人 、 Ｂ 型 ８ 人 ） 。 年 長 児

のＢ型は比較的軽く吐き気などの胃腸症状が目立ちます。

　　（一宮市　あさのこどもクリニック）

・  11 歳女　マイコプラズマ肺炎（弟より感染）。インフルエンザ 26

名 、 内 Ｂ 型 ６ 名 こ の 中 に Ａ 型 同 時 感 染 ３ 名 。 ワ ク チ ン 接 種 者 で Ａ

型、Ｂ型各１名感染。

　　（一宮市　後藤小児科）

・  病原性大腸菌感染者　 O1（ ９ 歳 男 、 ８ 歳 女 、 10 歳男、 30 歳 女 、

11 歳男、 37 歳女）、 O18（ 11 ヶ月男、２歳女、８歳男、９歳女、

２ 歳 男 、 25 歳 女 、 ４ 歳 女 ） 。 カ ン ピ ロ バ ク タ ー （ ２ 歳 女 、 ５ 歳

女 ） 。 病 原 性 大 腸 菌 に よ る 食 中 毒 が 増 加 し て い ま す が 、 家 族 内 発

症が２例あり感染源は明らかではありません。

　　（尾西市　城後小児科）

・  インフルエンザＡはワクチン済　３歳男

　　（一宮市　平谷小児科）

麻 疹 （成 人 麻 疹 を の ぞ く）（名 古 屋 市 を 含 む 。平 成 1 1 年 は 、13週 （4 月 1 日 ～ ）か ら ）
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・  今 年 の 冬 は 、 去 年 の 冬 に 多 か っ た 肺 炎 球 菌 が 少 な く 、 Ｈ Ｉ （ イ ン

フ ル エ ン ザ 菌 ） が 多 か っ た で す 。 イ ン フ ル エ ン ザ の 検 出 キ ッ ト が

入手不能となりました。

　　（犬山市　武内医院）

・  イ ン フ ル エ ン ザ は ピ ー ク は 過 ぎ て い ま す が 、 ま だ 続 い て い ま す 。

Ａ型 20 例、Ｂ型 123 例です。今までなかった幼稚園、保育園で発

生 し て い ま す 。 今 週 に な っ て 胃 腸 炎 が 増 え 、 点 滴 す る 例 が 目 立 っ

てきました。

　　（岩倉市　医療法人なかよしこどもクリニック）

・  嘔 吐 、 発 熱 を 伴 う 感 染 性 胃 腸 炎 が 急 増 し て き ま し た 。 イ ン フ ル エ

ンザはやや減少傾向です。

　　（江南市　みやぐちこどもクリニック）   

・  インフルエンザはまだ下火になりません

　　（江南市　河野小児科）

・ 7 ヶ月女、 8 ヶ月男、 11 ヶ月男 2 名、 12 ヶ月男 3 名、 1 歳 2 ヵ月

女、 1 歳 8 ヶ月男、 1 歳 10 ヶ月男、 2 歳 3 ヶ月男 2 名、 2 歳 4 ヶ月

男、以上 13 名ロタウイルス陽性でした。

  　（春日町　丹羽医院）

・ マイコプラズマ　 14 歳男、カンピロバクター　27 歳男。

　　（師勝町  師勝クリニック）

l 尾張東部地区

・  イ ン フ ル エ ン ザ は Ｂ 型 が 多 く み ら れ ま す 。 マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 も

相変わらずです （６歳女、７歳男、８歳男２名、 1 3 歳男）。

　　（瀬戸市　津田こどもクリニック）

・  インフルエンザ流行続いています。圧倒的にＢ型が多いようです。

（幼児、学童はタミフル ＊ 投与せず対症療法のみですが、ほとんど

の 症 例 が 全 身 状 態 良 好 で ２ ～ ３ 日 の 発 熱 で 終 わ る よ う で す ） 。

３ ヶ 月 の 乳 児 で の Ａ 型 あ り 。 経 過 は 良 好 。 マ イ コ プ ラ ズ マ 感 染 も

ま だ 流 行 続 い て お り 、 Ｂ 型 イ ン フ ル エ ン ザ と の 混 合 感 染 例 も あ り

ました。その他溶連菌感染症、水痘が少し目立ちました。

　　（尾張旭市　医療法人誠和会佐伯小児科医院）

　 　 　 タ ミ フ ル ＊ ： A・ B 型 イ ン フ ル エ ン ザ 治 療 薬

・  生後 16 日の新生児、母と一緒に麻疹発症。 2 月 20 日過ぎよりイ

ンフルエンザ激減、代わりに麻疹急増。

　　（美浜町　愛知県厚生農業協同組合連合会知多厚生病院）

・  ロタ胃腸炎多くなりました。 A 型インフルエンザ 20 例、 B 型イン

フルエンザ 12 例、 A・ B とも陽性２例でした。



　　（春日井市　朝宮こどもクリニック）

・  今 週 も イ ン フ ル エ ン ザ が 多 数 流 行 し て い ま す 。 イ ン フ ル エ ン ザ A

抗 原 が 多 い で す が 、 B 抗 原 （ ＋ ） も 少 し み ら れ ま す 。 ロ タ ウ イ ル

ス（＋）の感染性胃腸炎もみられます。

　　（春日井市　かちがわ北病院）

・  インフルエンザ多し（ A も B も）。ロタ胃腸炎入院例あり。

　　（小牧市　小牧市民病院）

・  インフルエンザの流行が続いています。

　　（小牧市　志水こどもクリニック）

・  インフルエンザが多いです。

　　（小牧市　医療法人心匠会鈴木小児科）

l  西三河地区

・  マイコプラズマ肺炎（２歳女、 12 歳女）。病原性大腸菌（ O1　 １

歳男、 O124 と O25　 5 歳男、 O25　１歳男）

　　 A 型インフルエンザ８名　 B 型インフルエンザ 10 名

　　（豊田市　星ヶ丘たなかこどもクリニック）

・  A 型インフルエンザ　４名

　　（豊田市　医療法人やふそ小児科）

・  インフルエンザ 21 名はすべてインフル A・ B クイック ＊ で陽性。

Ａ型４名、Ｂ型 17 名。Ｂ型２名はワクチン２回接種

　　（岡崎市　小児科延寿堂杉浦医院）

イ ン フ ル A・ B ク イ ッ ク ＊ ： A 型 及 び B 型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス を 検 出 す

る 迅 速 診 断 キ ッ ト の 一 種 。

・  麻 疹 兄 弟 例 （ ワ ク チ ン 未 接 種 ） 下 の 子 は 入 院 。 イ ン フ ル エ ン ザ は

Ａ：Ｂ＝２：１の比率です。

　　（岡崎市　 花田こどもクリニック）

・  麻 疹 ３ 歳 女 ワ ク チ ン 接 種 済 み （ Ｈ 12 .1 .11　 Ｍ Ｅ － 09） ４ 歳 女 ワ ク

チン接種済み（ Ｈ 1 0 . 7 . 1　ＭＥ－ 03）。１歳女ワクチン未接種

　　（岡崎市　竜美ヶ丘小児科スズキ医院）

・  Ｂ型インフルエンザ 24 人（全体の２分の１）、ＡとＢ１人

　　病原性大腸菌 O20　 VT（－）２歳男、 O 1　 VT（－）４歳男

　　（岡崎市　にいのみ小児科）

・  麻 疹 の ５ 例 は す べ て 兄 弟 、 同 居 例（ 麻 疹 ワ ク チ ン 未 接 種 ） 。 イ ン

フ ル エ ン ザ の 半 数 は Ｂ 型 。 異 型 肺 炎 ２ 名 （ ６ 歳 男 、 女 ） 。 乳 児 嘔

吐下痢症（ロタウイルス）２名（８ヵ月、１歳男）

　　（岡崎市　医療法人川島小児科水野病院）

・  診 断 キ ッ ト に て 判 定 し た イ ン フ ル エ ン ザ 42 名中、Ａ 25 名、Ｂ 13



名、型区別なし４名でした。相変わらず、 60 歳 以 上 の 患 者 は 出 て

いません。

　　（岡崎市　粟屋医院）

・  インフル A・ B クイックＡ（＋）６名（２名親子、２名兄弟うち１

名ワクチン１回接種）。インフル A・ B クイックＢ（＋）８名（１

名親子ワクチン２回接種、１名兄弟）

　　（岡崎市　医療法人永坂内科医院）

・  キャピリア FluA・ B＊ にて診断　Ａが４人、Ｂが２人

　　（岡崎市　村山医院）

キ ャ ピ リ ア F l u A・ B＊ ： A・ B 型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス を 同 時 に 検 出 す る

迅 速 診 断 キ ッ ト の 一 種 。

・  イ ン フ ル エ ン ザ 　 今 週 は 、 診 断 キ ッ ト の 入 手 が で き な い た め 、 ２

１ 例 す べ て 臨 床 診 断 の み で す 。 ロ タ （ ＋ ） １ 例 。 麻 疹 １ 例 は 、 ワ

クチン未接種です。

　　（刈谷市　田和小児科医院）

・  イ ン フ ル エ ン ザ は だ い ぶ 減 っ て き ま し た 。 麻 疹 の 散 発 が み ら れ ま

す。

　　（刈谷市　まついこどもクリニック）

・  インフルエンザの峠は越しましたが、まだ続いています。

（碧南市　永井小児クリニック）

・  インフルエンザ減少（Ａ 1 名、Ｂ 1 名）、感染性胃腸炎が増加（嘔

吐のみが多い）。

　　（西尾市　やすい小児科）

・  インフルエンザ 7 名 （ A・ B クイックにてＡ４名、Ｂ３名）と、イ

ンフルエンザ様疾患とも減少傾向です。

　　（西尾市　山岸クリニック）

l  東三河地区

・  イ ン フ ル エ ン ザ は B 型が大部分を占めるようになってきました。

（全てキャピリア FluB で確認済み）ムンプスの発症が目立つよう

になってきました。

　　（豊橋市　あずまだこどもクリニック）

・  イ ン フ ル エ ン ザ が 流 行 中 で す （ 流 行 の 主 体 が B 型 に か わ り ま し

た）。

　  （豊橋市　こどもの国大谷小児科）

・  マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 ２ 例 。 イ ン フ ル エ ン ザ 様 の か ぜ が 学 童 児 中 心

に今週も目立っています。

　　（田原町　かわせ小児科）



（ 1～ 3 類感染症の発生状況）

●腸管出血性大腸菌感染症患者 2 名

・  豊田市保健所から報告の 2 歳女。 2/10 発病、 2/13 初診、 2/18 診定。

菌型は、 O157　 V T 2（ +）。

・  津島保健所から報告の 19 歳 女 。 2/14 発病、 2/16 初診、 2 /21 診定。

菌型は、 O157　 V T 1・ 2（ +）。ハワイ渡航歴あり。

（全数把握の 4 類感染症の発生状況）

　 HIV 感染症（無症候性キャリア）１名。

　アメーバ赤痢患者１名。

　クロイツフェルト・ヤコブ病患者１名。

　劇症型溶血性レンサ球菌感染症患者１名。

u  病原体検出情報

平成１４年２月２７日現在、県衛生研究所に搬入された１４４検体か

ら、 A ソ連型インフルエンザウイルス３１株、A 香港型インフルエンザ

ウイルス３９株、 B 型インフルエンザウイルス３８株が分離されており、

３ 種 類 の ウ イ ル ス に よ る 混 合 流 行 と 考 え ら れ ま す 。 ま た 集 団 発 生 に つ

いては豊橋市保健所管内からは A 香港型が、豊田市、一宮、半田、豊

川、岡崎保健所管内からは B 型が分離されており、学童の集団発生は

B 型が主流と考えられます。抗原性は A ソ連型と A 香港型はワクチン

株と類似していましたが、 B 型は春日井保健所管内で分離された１株は

ワ ク チ ン 株 と 類 似 し て い ま し た が 、 残 り は 全 て ワ ク チ ン 株 と は 異 な る

ビクトリアタイプでした。

インフルエンザ月別分離数

発 生 動 向 調 査 12月 1月 2月 合 計

患 者 数 13 93 38 144

Aソ連 型 27 4 31

A香 港 型 1 26 12 39

B型 1 26 11 38

集 団 発 生 12月 1月 2月 合 計

患 者 数 18 40 58

Aソ連 型 0

A香 港 型 5 1 6

B型 7 14 21



インフルエンザ保健所別分離数

発 生 動 向 調 査 Aソ連 型 A香 港 型 B型

衛 研 3 1 1

一 宮 8 6 6

稲 沢 1 12

江 南 2 5

春 日 井 4 9 12

津 島 3 2

半 田 6 10

知 多 2

刈 谷 1 1 2

岡 崎 1

豊 田 市 1 4 1

豊 川 2 1 1

集 団 発 生 Aソ連 型 A香 港 型 B型

豊 田 市  1/22 7

豊 橋 市  1/22 5

一 宮 　  2/  6 1 6

半 田 　  2/  6 1

豊 川 　　　2/12 2

岡 崎    2/19 5

◆  第 6 週（ 14 年 2 月 4 日～ 2 月 10 日）の 4 類感染症の全国状況

　 イ ン フ ル エ ン ザ は 九 州 地 方 、 東 海 地 方 、 関 東 地 方 で 定 点 当 た り 報

告数が多くなっている。 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎

は、過去 5年間の同時期と比較して定点当たり報告数がやや多くなっ

ている。 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎は山形県で定点当たり報告数 5 .

3  と多くなっている。感染性胃腸炎は福井県（定点当たり報告数 1 9 .

6）、宮城県 （ 18. 5）、山形県 （ 18.3 ）、大分県 （ 17 .3）、香川県 （

1 7 . 2） な ど で 報 告 が 多 く な っ て い る 。 伝 染 性 紅 斑 は 例 年 に く ら べ 報

告 数 が や や 多 く な っ て お り 、 秋 田 県 で は 定 点 当 た り 2 . 9の 報 告 が あ る

。 流 行 性 耳 下 腺 炎 は 2 0 0 1年 第 19  週 よ り こ こ 1 0年 間 で 最 大 の 定 点 当

た り 報 告 数 が 持 続 し て お り 、 2 0 0 2年 も 年 初 よ り 報 告 数 が 多 く 、 と く

に沖縄県（定点当たり 5 . 2）富山県（ 4.2）などで報告が多くなってい

る。

 （ Infect ious Diseases  Weekly Reportより抜粋　

　　厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳　　　　　　　　　　平成１４年２月２１日

　　　　　　　　　　愛知県衛生研究所企画情報部　（文責　磯村）

2002 年１月１８日号（７７巻３号）

☆ 皮 膚 ラ イ シ ュ マ ニ ア 症 ： パ キ ス タ ン 。 パ キ ス タ ン 北 西 辺 境 州 か ら 報

告。 738 例の皮膚ライシュマニア症発症。大多数は１５歳以下。パキス

タン移住難民全体では 1、 500 例の報告がＷＨＯに届いている。

☆ レ プ ラ （ 本 邦 で は ハ ン セ ン 病 が 一 般 的 で す が Ｗ Ｈ Ｏ の 表 記 に よ り レ

プ ラ と し ま す ） の 世 界 の 根 絶 計 画（ Leprosy e l imination campaigns,

LECs)状況。多剤同時投与　 (Mult idrug therapy,  MDT)の導入の結果、

途 上 国 各 地 区 の 発 生 頻 度 減 少 が 著 明 で あ る 。 地 域 保 健 活 動 、 特 に 地 域

保 健 担 当 者 と 地 域 住 民 の 共 同 作 業 が 今 後 も 重 要 で あ る が 本 報 で は 世 界

最大の常在地区であるインド北部～中央部５州（人口 10 万あたり 20－

86 例 ） 、 ブ ラ ジ ル （ 97 例 ） 、 ガ － ナ （ 10 例 ） 、 マ ダ ガ ス カ ル （ 24

例）、モザンビ－ク（ 12 例）に関する最近の状況がまとめられている。

☆インフルエンザ： 02 年１月。ベルギ－（多数のＡ型と少数のＢ型）、

フランス（Ａ型Ｈ３Ｎ２とＢ型）、スペイン（Ａ型）。

☆ 麻 疹 根 絶 ： 南 北 ア メ リ カ 。 ９ ４ 年 、 Ｗ Ｈ Ｏ ア メ リ カ 地 区 は 麻 疹 撲 滅

計 画 を 発 足 、 ０ ０ 年 末 の 麻 疹 発 生 状 況 は ９ ９ ％ 以 上 の 減 少 が み ら れ 、

ア ル ゼ ン チ ン 、 ブ ラ ジ ル 、 ボ リ ビ ア 、 ド ミ ニ カ 、 ハ イ チ だ け と な り 、

００年以降はドミニカ、ハイチ、ベネズエラの３国だけとなっている。

本報はこれら各国の状況の概略である。

2002 年１月２５日号（７７巻４号）

☆ 髄膜球菌髄膜炎 ：ソマリア。１月１６日時点で同国保健省に 144 例

（ 死 亡 ３ ３ 例 ） が 保 健 省 に 報 告 さ れ て い る 。 血 清 型 は Ｗ Ｈ Ｏ の 検 査 で

Ａ型。集団予防接種を準備中。

☆野兎病：コソボ共和国。１月１７日までに 282 例の疑似例（ 59 例確

定）の報告があり、死亡例ゼロ。年齢分布は１６－４４歳。

☆ 黄 熱 病 ： セ ネ ガ ル 。 １ 月 １ ８ 日 時 点 で １ ８ 例 。 全 例 ダ カ － ル の パ ス

ツ－ル研究所で確認され、発生地区のワクチン集団接種実施中。

☆南ス－ダンの緊急事態に対する対応：人口 54 万を抱える南ス－ダン

で は 繰 り 返 さ れ る 難 民 移 住 、 部 族 間 の 紛 争 、 洪 水 と 旱 魃 に よ る 飢 餓 、

感 染 症 の 大 発 生 な ど で 国 全 体 の 危 機 的 状 況 が 発 生 し て い る 。 Ｗ Ｈ Ｏ と

ユ ニ セ フ は Ｎ Ｇ Ｏ 、 国 際 赤 十 字 な ど の 協 力 の も と に ９ ８ 年 、 ９ ９ 年 か

ら作戦を開始、ここではその状況が報告されている。

☆インフルエンザ： 02 年１月。オ－ストラリア：Ａ型 （ Ｈ ３ Ｎ ２ ） 、

オ － ス ト リ ア ： （ Ａ 型 ） 、 フ ラ ン ス： Ａ （ Ｈ ３ Ｎ ２ ） 主 体 、 イ ス ラ エ

ル： Ａ （ Ｈ ３ Ｎ ２ と Ｈ １ Ｎ １ ） 、 イ タ リ ア ： Ａ （ Ｈ ３ Ｎ ２ ） と Ｂ 型 、

ロシア：Ａ（Ｈ３Ｎ２とＨ１Ｎ１）、とＢ型、スペイン：Ａ型とＢ型、

英国：Ａ（Ｈ３Ｎ２）型。
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　 日 溜 ま り で は ク ロ ッ カ ス の 黄 色 な 莟 が 膨 ら み は じ め て い ま す 。 も う

２ 月 も 過 ぎ よ う と し て い ま す 。 風 は 相 変 わ ら ず 冷 た い の で す が 。 今 回

も い つ も の よ う に 貴 重 な 情 報 を 有 難 う ご ざ い ま す 。 １ 月 後 半 ～ ２ 月 前

半のまとめをお送りします。

１ .名 古 屋 地 区 ： イ ン フ ル エ ン ザ が 市 内 学 区 単 位 で 発 生 し て い ま す が 全

市 的 な 特 定 の 型 の 大 発 生 の 傾 向 は な く 、 Ａ 型 と Ｂ 型 の 混 合 流 行 地 区 が

多 く 、 衛 生 研 究 所 の 検 査 結 果 か ら も 特 別 な 変 異 株 で は な い よ う で す 。

Ａ 型 の 方 が や や 年 少 児 に 多 い 傾 向 が あ る よ う で す 。 ほ ぼ 全 例 が ワ ク チ

ン 未 接 種 で 症 状 は Ａ と Ｂ に 差 は な く 、 地 域 に よ っ て は 高 熱 、 痙 攣 な ど

の 入 院 例 も あ り ま す が 本 年 の 流 行 が 特 に 重 症 例 が 多 い と い う 印 象 は な

い よ う で す 。 ま た 、 イ ン フ ル エ ン ザ 様 疾 患 で 他 の ウ イ ル ス に よ る 例 が

混 在 し て い る よ う で す （ 第 一 日 赤 有 吉 先 生 、 名 鉄 病 院 宮 津 先 生 、 第 二

日 赤 岩 佐 先 生 、 城 北 病 院 渡 辺 先 生 、 千 種 区 今 枝 先 生 、 三 菱 病 院 岩 間 先

生 、 中 京 病 院 柴 田 先 生 、 労 災 病 院 山 田 先 生 、 大 同 病 院 水 野 先 生 ） 。 ウ

イ ル ス 性 嘔 吐 下 痢 症 が 全 市 的 に 流 行 し て い て ロ タ ウ イ ル ス 陽 性 例 と 陰

性 例 が あ り 腹 痛 と 嘔 吐 が 主 体 で 時 に 発 熱 が あ り 、 乳 幼 児 ・ 学 童 主 体 、

脱 水 で 要 入 院 例 も あ り ま す が 全 体 に は 軽 症 が 多 い よ う で す 。 （ 第 一 日

赤 有 吉 先 生 、 第 二 日 赤 岩 佐 先 生 、 城 北 ・ 渡 辺 先 生 、 千 種 区 今 枝 先 生 、

三 菱 病 院 岩 間 先 生 、 中 京 病 院 柴 田 先 生 、 労 災 ・ 山 田 先 生 、 大 同 ・ 水 野

先 生 ） 。 そ の 他 の 気 道 感 染 症 と し て は マ イ コ プ ラ ス マ を 含 む 肺 炎 、 Ｒ

Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 、 高 熱 を 伴 う 咽 頭 炎 ・ 気 管 支 炎 な ど が 発 生 し て い ま

す（ 第 一 日 赤 有 吉 先 生 、 城 北 ・ 渡 辺 先 生 、 三 菱 ・ 岩 間 先 生 、 労 災 ・ 山

田 先 生 ） 。 麻 疹 の 報 告 を 第 一 日 赤 有 吉 先 生 、 労 災 ・ 山 田 先 生 、 大 同 ・

水 野 先 生 か ら い た だ い て い ま す 。 流 行 期 を ひ か え て 要 注 意 で す 。 そ の

他溶連菌感染症、水痘、ムンプスが全市的に散発中です。

２ .尾張地区 ： 犬 山 市 武 内 先 生 か ら は 感 染 性 胃 腸 炎 が や や 多 く 水 痘 と イ

ン フ ル エ ン ザ Ａ 、 Ｂ が 多 発 、 江 南 市 昭 和 病 院 西 村 先 生 か ら は 溶 連 菌 感

染 症 、 ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症 、 イ ン フ ル エ ン ザ Ａ （ Ｈ ３ Ｎ ２ ） 、 常 滑 市

民 病 院 上 田 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ 大 流 行 中 で Ｂ 型 が 多 く 、 ロ タ ウ

イ ル ス 感 染 症 を 含 む ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 、 Ｒ Ｓ ウ イ ル ス に よ る 細 気 管 支

炎 、 マ イ コ プ ラ 溶 連 菌 感 染 症 、 ヘ ル ペ ス 口 内 炎 、 水 痘 が 目 立 ち 、 麻 疹

流行中とのお手紙です。

３ .三河地区 ： ト ヨ タ 病 院 木 戸 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ Ａ 、 Ｂ 、 Ｒ Ｓ

ウ イ ル ス 、 ロ タ ウ イ ル ス が 多 く そ れ に つ れ て 各 疾 患 に よ る 入 院 や 熱 性

痙 攣 目 立 つ 、 岡 崎 市 民 病 院 糸 洲 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ 多 発 中 、 安

城 更 生 病 院 小 川 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ 多 発 中 で 入 院 例 目 立 つ 、 知

立 市 近 藤 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 （ Ａ 、 Ｂ 型 ほ ぼ 同 じ か Ｂ が

やや多くワクチン接種者の発病はＢに多い）、マイコプラスマ感染症、

病 原 性 大 腸 菌 （ Ｏ ６ ） １ 例 あ り 、 刈 谷 市 田 和 先 生 か ら は イ ン フ ル エ ン

ザ 多 発 中 で 始 め は Ａ 型 、 そ の 後 Ｂ 型 増 加 、 両 方 に 陽 性 の 例 あ り 、 感 染

性 胃 腸 炎 に よ る 嘔 吐 ・ 下 痢 ぼ つ ぼ つ 、 碧 南 市 永 井 先 生 か ら は Ｂ 型 が 主

体 の イ ン フ ル エ ン ザ 流 行 中 で ロ タ ウ イ ル ス 腸 炎 も 増 加 、 豊 橋 市 か ら は

マ イ コ プ ラ ス マ 肺 炎 、 ウ イ ル ス 性 気 管 支 炎 目 立 つ と の お 手 紙 で し た

（市内宮澤先生、長屋先生）。有難うございました。
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191 182 35 51 13 4,975 8 134 1,215 226 30 34 114 4 4 7 68 218 0 23 0 0 0 1 0 0

121 112 24 37 12 3,798 5 96 777 162 23 26 90 2 4 2 55 180 0 13 0 0 0 1 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 1,177 3 38 438 64 7 8 24 2 5 13 38 10
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 291 10 34 9 2 2 6 1 1 10 1
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 145 5 44 13 1 4 1 13
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 118 3 72 2 1 1 1 1
尾 張 西 部 一 宮 12 8 2 3 1 230 9 94 14 1 6 4

稲 沢 4 4 1 1 110 5 54 9 1 2 5 1 8 1
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 372 6 44 23 4 8 8 1 1 5 1

江 南 6 6 1 2 313 3 12 55 14 5 2 4
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 65 19 3 1 1 3 11 5

知 多 7 7 2 2 237 3 33 7 1 3 5 6
西 三 河 南 部 岡 崎 12 8 2 3 1 415 9 3 25 4 2 13 1 1 14 24 5

刈 谷 6 6 1 2 1 142 4 7 5 1 5 4 1
安 城 5 5 1 2 327 3 31 4 5 5 4 1
西 尾 4 4 1 1 1 19 2 35 3 1 2 4

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 157 1 4 20 4 9 4 12 2 19
足 助 3 3 1 38 14 2 2 4

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 379 1 16 114 17 7 44 1 1
豊 川 7 6 1 2 1 342 5 97 5 2 3 3 1 27
田 原 2 2 83 7 1 1

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 15 2 7

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 3,798 5 96 777 162 23 26 90 2 4 2 55 180 0 13 0 0 0 1 0 0
～6ヶ月 20 5 10 2
～12ヶ月 69 58 7 3 61 1 1 7 1

0歳

1歳 216 2 3 150 22 6 19 16 5
2歳 236 1 7 86 38 2 2 3 8 1
3歳 265 5 61 20 6 1 4 22
4歳 319 1 19 67 39 3 3 7 44
5歳 291 16 59 22 2 5 1 1 2 43
6歳 259 17 30 9 2 3 1 25 1
7歳 267 1 6 27 5 2 3 13
8歳 276 9 38 5 1 3 4
9歳 271 5 21 1 2 1

5歳～9歳 1
10歳～14歳 641 7 49 1 1 6 12
15歳～19歳 175 12 2

20歳～ 2 114 1 2
20歳～29歳 144 1
30歳～39歳 206 3
40歳～49歳 67 3
50歳～59歳 49 1
60歳～69歳 17 1

70歳～ 2
70歳～79歳 7
80歳以上 3
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191 182 35 51 13 27,151 43 1,267 8,748 2,349 168 304 832 14 13 32 256 1,529 3 186 0 1 0 20 0 0

121 112 24 37 12 21,298 35 914 5,724 1,787 127 227 617 10 11 22 215 1,288 2 129 0 1 0 20 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 5,853 8 353 3,024 562 41 77 215 4 2 10 41 241 1 57

尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 1,603 3 170 301 122 7 9 38 2 5 5 67 1 6

海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 975 14 466 109 1 7 30 4 70 9

尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 522 11 420 37 1 15 1 1 6 6 4

尾 張 西 部 一 宮 12 8 2 3 1 942 90 550 139 2 9 50 13 37 1 5

稲 沢 4 4 1 1 634 27 284 81 1 13 22 2 1 47 15 1

尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 1,229 100 318 202 28 54 56 2 1 3 14 41 5

江 南 6 6 1 2 1,406 14 73 379 135 2 12 14 1 11 39 5

知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 1,243 2 34 222 41 4 9 14 1 26 41

知 多 7 7 2 2 1,953 4 19 317 60 20 18 45 3 2 10 51

西 三 河 南 部 岡 崎 12 8 2 3 1 2,239 1 105 23 225 20 34 85 2 1 4 25 216 48

刈 谷 6 6 1 2 1 1,267 2 67 75 106 6 7 32 1 14 12 1

安 城 5 5 1 2 1,442 31 369 76 10 7 21 18 43 5

西 尾 4 4 1 1 1 205 17 228 28 2 18 1 1 20 16 1

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 1,143 6 30 291 81 19 22 53 1 7 146 8 7

足 助 3 3 1 295 7 111 21 7 21 1 28

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 2,314 2 82 720 198 4 7 59 14 280 17 1 8

豊 川 7 6 1 2 1 1,587 1 34 599 75 2 9 32 7 146 3

田 原 2 2 245 3 51 30 10 5

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 54 21 1 2 25

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 21,298 35 914 5,724 1,787 127 227 617 10 11 22 215 1,288 2 129 0 1 0 20 0 0
～6ヶ月 135 1 73 50 51 2 5 1
～12ヶ月 393 1 5 422 138 2 9 425 2 1 5 26 4 1

0歳

1歳 1,252 5 17 919 361 28 11 133 5 1 67 76 3 1 2
2歳 1,345 8 38 632 341 24 18 8 6 19 106 5 2
3歳 1,446 1 86 452 275 24 19 1 18 164 3 1
4歳 1,679 7 180 450 284 22 32 1 2 12 249 4 1
5歳 1,572 2 169 378 168 12 40 1 2 2 8 217
6歳 1,466 4 130 272 78 10 31 2 6 154 1
7歳 1,546 3 99 241 31 2 20 6 109
8歳 1,407 1 59 223 23 1 18 2 1 7 58
9歳 1,403 1 37 166 4 1 12 1 1 9 31 1

5歳～9歳 4
10歳～14歳 4,283 60 456 21 13 1 26 75 4 3
15歳～19歳 921 4 146 1 1 1 4 9 1 7 2

20歳～ 2 29 894 12 1 3 2 1 2 36
20歳～29歳 800 1 11 1
30歳～39歳 1,026 33 2
40歳～49歳 305 15 2
50歳～59歳 169 14
60歳～69歳 94 18

70歳～ 8
70歳～79歳 39
80歳以上 17


